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●
日
　
時　

２
月
16
日（
土
）

　

午
後
６
時
〜
８
時

●
場
　
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘
天
文
館

●
内
　
容　

冬
の
大
三
角
、
冬
の
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
を
目
印
に
冬
を
代
表
す
る
星
座

の
見
つ
け
方
を
解
説
。

　

ま
た
、
65
㎝
望
遠
鏡
な
ど
を
用
い
て「
す

ば
る
」「
オ
リ
オ
ン
座
大
星
雲
」の
星
雲
星

団
・
月
・
木
星
の
観
望
を
行
い
ま
す
。

※
雨
天
曇
天
時
は
説
明
の
み
実
施

●
対
　
象
　
小
学
４
年
生
以
上

　
（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

●
定
　
員　

30
名

●
参
加
費　

小
中
学
生
１
名
1
0
0
円
、

　

大
人
１
名
3
0
0
円（
入
館
料
と
し
て
）

●
申
込
方
法　

１
月
23
日（
水
）か
ら
、
電

　

話
ま
た
は
直
接
、
ふ
れ
あ
い
の
丘
天
文

　

館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
暖
か
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
丘
天
文
館

　
　
　
（
２
８
）３
２
５
４

●
日
　
時　

１
月
27
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
場
　
所　

黒
羽
向
町
｢駅
前
通
り
｣（
さ

　

か
い
り
シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
黒
羽
店
前
〜
国

　

道
２
９
４
号
）

●
交
通
規
制　

当
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
６
時
、
県
道
東
小
屋
黒
羽
線
の
一
部

　

と
市
道
田
中
線
の
一
部（
駅
前
通
り
）で

　

交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

　

注
意
く
だ
さ
い
。

●
市
営
バ
ス
臨
時
発
着
所
・
路
線
変
更

○
雲
巌
寺
線　

｢黒
羽
郵
便
局
｣｢下
町
｣に

　

代
わ
り
、
左
図
の
と
お
り
黒
羽
商
工
会

　

前
に
臨
時
発
着
所
を
設
置
し
、
路
線
を

　

変
更
し
て
運
行
し
ま
す
。

○
黒
羽
線　

｢黒
羽
郵
便
局
｣に
代
わ
り
臨

時
発
着
所
に
停
車
し
ま
す
。
経
路
は

「
国
際
医
療
福
祉
大
学
｣〜
｢臨
時
発
着

所
」〜「
旧
役
場
前
」に
な
り
ま
す
。

○
那
須
塩
原
線　

｢大
清
水
入
口
｣〜
｢旧

黒
羽
局
前
」を
直
行
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り「
堂
川
」｢黒
羽
郵
便
局
」｢下
町
｣の

各
停
留
所
に
は
停
車
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

  〈
花
市
開
催
関
係
〉

　

大
田
原
市
観
光
協
会　
（
５
４
）１
１
１
０

　

黒
羽
商
工
会　
　
　
　
（
５
４
）０
５
６
８

  〈
市
営
バ
ス
関
係
〉

　

生
活
環
境
課
交
通
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
８
３
２

　黒羽
●商工会

常念寺●
コ
メ
リ
●

さ
か
い
り

シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
●

●
黒
羽
郵
便
局

「
黒
羽
郵
便
局
」

バ
ス
発
着
所

国
道
２
９
４
号

至那珂川町

至那須町至那須塩原駅

「
下
町
」

バ
ス
発
着
所

市営バス
臨時発着所
市営バス
臨時発着所

「黒羽大花市」に伴う
交通規制個所
臨時バス発着所

通行止め区間
  午前８時30分
　　  ～午後６時

初
心
者
天
文
講
座『
冬
の
星
座

と
星
雲
星
団
を
見
よ
う
』

参
加
者
募
集

黒
羽
大
花
市

●非常持ち出し品
①非  常  食 アルファ米、保存のできるパン、缶詰など
②飲  料  水 １人１日３リットルが目安
③携帯ラジオ ＡＭ・ＦＭ両方聴けるもの、予備の電池 
 も忘れずに
④懐中電灯　予備の電池も忘れずに
⑤医  薬  品　傷薬、胃腸薬、包帯、処方箋のコピー
⑥貴  重  品　保険証、印鑑、預金通帳など
⑦衣　　類　下着、上着、タオル、防寒着、手袋、靴下など
⑧生活用品　ライター、ナイフ、衛生用品、ビニー

ルごみ袋（防寒着やトイレの代わり）、
包装ラップ、カイロ、マスク（風邪や
インフルエンザの予防）など

●地震で被害を受けた石塀やブロック塀に注意！
東日本大震災では市内各地で石塀やブロック塀の倒壊
が多数発生しましたが、被害件数が多かったため、ま
だ修繕されていない箇所があります。
余震や首都直下型地震だけではなく、中央自動車道笹
子トンネルの崩落事故のような老朽化による事故も想
定されますので、修繕などの管理をお願いします。
また、石塀やブロック塀の付近を通る際も十分に注意
してください。

●「大田原市安全安心メール」の登録をしましょう！
皆さんが安全で安心な生活を送るための情報提供と
して、「大田原市安全安心メール」を配信しています。
○情報を受信するには？
 ・携帯電話やインターネット接続のパソコンから、
　　mail@ohtawara-anzen.jp　に空メールを送ると自
動登録されます。（登録完了のメールは配信しません）
 ・ ＱＲコードを携帯電話のバーコード
　リーダーで読み取れば、さらに簡単
　に登録できます。
○どんな情報が分かるの？
 ・震度４以上の地震情報
 ・ダム放流などの河川情報
 ・大雨洪水警報などの気象警報、土砂災害警戒情報
 ・子どもを守るための不審者情報
 ・子どもや高齢者などの所在不明事案に伴う協力依頼
 ・振り込め詐欺や車上狙いなど犯罪発生情報
 ・ひき逃げや大規模交通事故などの交通情報
 ・その他、市から皆さんに知っていただきたい情報
○お金はかかるの？
情報提供料は「無料」ですが、空メール送信時や
情報受信時のパケット代金がかかります。（１件
につき１円～２円程度）

東日本大震災から間もなく２年が経過しようとしてい
ますが、いまだに体に感じる余震が続いています。ま
た、首都直下型地震や東南海地震の発生も予想されま
す。災害は時と場所を選ばずやってきます。「非常持ち
出し品」の再チェックと寒さへの対策を行いましょう。

■問い合わせ　　２階
　危機管理課防災係　　（２３）１１１５

災害に備えましょう！


